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道
路
に
、

え
る
病
気
に
か
か
っ
て
い
る
人
。

な
お
、
投
与
の
会
場
で
、
医
師

が
予
診
を
し
ま
ず
か
ら
よ
く
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

の

む

方

法

や

夏
か
ら
秋
は
小
児
マ
ヒ
の
最
盛
一
在
生
ワ
ク
チ
ン
の
到
着
目
お
よ
び
一

の

ん

だ

後

の

こ

と

期
で
す
。
一
数
量
亦
不
明
の
た
め
、
確
定
し
て
一
生
ワ
ク
チ
ン
は
、
年
令
に
応
じ
て

す
同
に
一
ニ
才
ま
で
の
申
込
み
の
互
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
確
定
次
第
、
一
ボ
ン
ボ
ン
か
、
ま
た
は
シ
ロ
ッ
プ

ち
ン
!
ク
ワ
ク
チ
ン
に
よ
る
予
一
翼
連
絡
委
員
、
広
報
車
、
ポ
ス
一
の
か
た
ち
で
投
与
の
会
場
で
与
え

防
接
種
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
か
一タ
ー
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一ら
れ
ま
す
。
の
ん
だ
の
ち
、
と
く

今
回
は
、
生
ワ
ク
チ
ン
を
使
っ
て
一

一

年
令
も
拡
げ
、
全
国
一
せ
い
に
、
一
の
む
と
き
の
注
意

一に
入
浴
暴
止
し
た
り
、
食
事
に

一

一

注

意

す

る

必

要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

ワ
ク
チ
ン
を
投
与
す
る
乙
と
に
な
一
つ
ぎ
の
よ
う
な
か
た
は
、
の
む
と
一

一

一

特

別

副

作

用

の

お

そ

れ

は

あ

り

ま

り
ま
し
た
。
一
工
合
の
患
い
乙
と
も
あ
り
ま
す
。
一

一

一

せ

ん

が

、

な

に

か

変

っ

た

乙

と

で

国
際
的
に
も
、
こ
の
ワ
ク
チ
ン
一

ω発
熱
、
下
痢
な
ど
の
急
性
の
一

一

一

も

あ

れ

ば

、

医

帥

に

ご

相

談

く

だ

を
使
っ
て
流
行
を
未
然
に
防
止
し
一
病
気
に
か
か
っ
て
い
る
人
や
、
な
一
5
1
0

た
例
か
次
々
と
報
告
さ
れ
て
お
り
一
お
っ
て
二
週
間
た
た
な
い
人
一

-c
b

一

一

六

才
未
満
は
無
料

ま
た
非
常
に
た
く
さ
ん
の
人
に
投
一

ω重
症
の
結
核
お
よ
び
心
臓
血

一

与
さ
れ
ま
し

た

が

、

直

蹟

ワ

ク

チ

言

語

病

人

一

六

菜

摘

の

か

た

は

今

思

無

料

ン
に
よ
る
事
故
は
み
ら
れ
て
お
り
一
員
筆
弱
し
て
い
る
人
一
弓

ま

せ

ん

。

一

的

栄

養

陣

害

の

著

し

1

人
一
プ
才
以
よ
の
方
に
つ
い
て
は
実
質

一
川

し
一
負
担
(
一
二
十
円
程
度
の
予

g
の

県
で
は
六
才
未
満
の
か
た
に
は
全
一

5

一
週
間
以
内
に
ほ
か
の
予
防
一

一

一

予

定

で

す

。

部
、
ま
た
六
才
以
上
の
か
た
で
も
一
接
種
を
受
付
た
人

一

ワ
ク
チ
ン
の
量
が
許
す
か
ぎ
り
、
一
例
抜
歯
や
周
桃
腺
の
手
術
な
ど

一

実

施

要

領

実
施
す
る
予
定
で
す
。
一
を
受
げ
た
ば
か
り
の
人
一
①
生
ワ
ク
チ
ン
の
投
与
は
学
校

実
施
の
日
時
、
に
つ
い
て
は
現
一
例
そ
の
他
医
師
が
不
適
当
と
考
一
区
に
よ
っ
て
小
学
校
で
実
施
し
ま

安
心
し
て
の
め
る
生
ワ
ク
チ
ン

生
後
三
ヵ
月

1
六

才

の

全

員

に

投

奥

四
千
万
円
の
財
産
が
市
に す。

②
当
日
は
町
務
連
絡
委
員
か
ら

配
布
さ
れ
た
被
投
与
者
票
(
カ
ー

ド
)
を
受
付
に
出
し
て
く
だ
さ
い

①
生
後
三
カ
月
か
ら
満
一
才
ま

で
の
万
に
は
シ
ロ
ッ
プ
状
(
液
体
)

を
、
一
才
か
ら
六
才
ま
で
は
ボ
ン

ボ
ン
状
を
投
与
し
ま
す
。

①
そ
の
他
、
当
日
は
混
雑
を
予

祖
さ
れ
ま
す
の
で
、
係
員
の
指
示

を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

日
日
・
盆
お
と

り
の
講
習
会

ム
期
日
七
月
二
十
九
日
午
後

一
時
か
ら
四
時
ま
で

ム
場
所
中
央
公
民
舘

A
対
象
市
内
の
嫡
人
一
般

ム
講
師

長
崎
市
レ
ク
リ
エ
|

シ
ョ
ン
協
会
石
橋
輝
興
先
生

ム
講
習
内
容
①
花
の
わ
音
頭

①
種
ま
き
音
頭
ψ
浜
お
ど
り

ム
準
備
日
本
手
拭

ム
受
講
料

不

要

(
市
教
委
社
会
教
育
課
)

旧
軍
の
水
道
施
設
を
譲
り
受
け

一一一-----------一一一一一一
大
村
市
の
水
道
施
設
は
現
在

旧
軍
施
設
の
固
有
財
産
を
無
償
で
借
受
け
て
使
用
し
て
い

説
明
し
ま
す
。

大
村
市
長
は
こ
の
同
盟
の
会
長
と
し
て
終
始
活
躍
し
ま
し
た
。
以
下
そ
の
経
過
に
つ
い
て

(
水
道
局
)

4・・・--------・・--_....・--------..・・・・・ー・.一一一一一一一一一一回一・---.._-------帽.

る
も
の
が
多
い
の
で
す
が
、
こ
の
た
び
こ
れ
ら
の
施
設
が
無
償
で
譲
渡
さ
れ
る
こ
と
と
な

D
ま

し
た
。
こ
の
施
設
は
価
格
に
し
て
約
四
千
万
円

〈
大
蔵
省
評
価
格
)
と
い
わ
れ
て
告

D
ま
す

が
、
こ
れ
は
全
国
の
関
係
市
が
「
水
道
事
業
用
国
有
財
産
譲
与
期
成
同
盟
」
を
つ
く
り
関
係

方
面
へ
伯
き
か
け
た
結
果
、
固
有
財
産
特
別
措
置
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
た
た
め
で
す
。
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米
軍
か
ら
賠
償
除
列
の
許
可
を
得

て
、
そ
の
維
持
管
理
に
当
り
ま
し

た
。
そ
の
後
米
軍
は
引
揚
げ
ま
し

た
が
、
引
揚
げ
と
同
時
に
こ
れ
ら

の
施
設
は
当
然
市
に
譲
与
さ
れ
る

モ
の
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
日

本
国
に
返
還
透
れ
、
固
有
財
産
特

別
措
置
法
に
よ
り
貸
付
け
ら
れ
た

覆
い
v
を
出
し
た
り
、

プ通

自
転
東
対

商
品
な
ど
を
放
置
し
な
い
で
、

の
で
す
。
以
来
十
数
年
の
閥
無
償

貸
付
を
覚
り
て
管
理
、
経
営
を
つ

づ
り
て
き
ま
し
た
が
、
修
理
等
で

さ
え
許
可
を
必
要
と
す
る
な
ど
あ

ら
ゆ
る
面
で
不
便
が
あ
り
ま
し
た

特
定
の
都
市
は
軍
楢
市
転
換
法

戦
災
都
市
法
、
文
化
都
市
建
設
法

な
ど
に
よ
っ
て
水
道
施
設
の
憩
与

ず
告
げ
て
行
く
。
単
備
連
動
を
一桜
馬
場
一

・
二
ム
2
{
4
H並
松
一一

し
、
日
射
病
の
予
防
を
す
る
。

一蘇
圏
、
昭
和

通

一

と
く
に
、
申
央
地
区
の
学
校
の

一
【
西
大
村
小
学
校
】
ム
9
1
H
H一

先
生
た
ち
で
玖
島
崎
海
水
浴
場
一乾
馬
場
、
水
田
、

古
町
ム

u
ーと

の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
し
、
夏
体
み
一日
油
田
九
・
十

・
十
一
区
ム

1
1

一

一
2
H雄
ケ
原
、
池
田
、
坂
口
ム
2
一

中

は

二

人

一

組

が

当

番

と

な

っ

一

一

一
1
4
H上
・
中
・
下
顎
訪
、
諏
町
一
一

て

監

視

す

る

。

一

一

・

七

人

区

、

東

融

訪

一

マ
映
画
・
テ
レ
ビ
H

学

校

一

一

一門
第
三
日
目
】

一

で

禁

じ

た

も

の

は

見

な

い

、

ヨ

一

一

一【
三
浦
小
学
校
】
ム
9
1
U
H
祝
一

ソ
の
テ
レ
ビ
を
見
る
の
は
午
後
一

J
、
1

2

一

一
M

S
ノ
頭
‘
日
泊
、
舟
禅
、
周
一

八

時

ま

で

と

す

る

。

一

一一川
内
、
山
境
、
日
岳
開
拓
ム

1
1一

マ
公
共
物
H

公
園
の
街
灯
一

4
H先
網
代
、
構
陸
、
連
蹴
寺
、
一

を
乙
わ
し
た
り
、
街
齢
樹
を
折
一
中
郷
、
硯
出
石
、
水
頭
一

ら
な
い
よ
う
に
す
る
。
一
【
鈴
田
小
学
校
】
ム
9
1ロ
日
中
」

マ
危
険
物

H
花
火
や
水
中
鉄
一
里
、
古
相
、
内
禽
ム

1
1
4
H岩
一

砲
な
ど
危
険
な
物
は
蚊
わ
な
い
一
松
、
陰
卒
、
小
川
内
、
平
一

マ
女
生
徒
の
服
装
H
華
美
一
【
東
大
村
小
学
校
】
ム
9
l
n
n一

な
も
の
や
挑
発
的
な
も
の
は
着
一鈴
田
開
墾
、
横
山
顕
A
I
J
4
4

せ
な
い
よ
ろ
母
親
に
呼
び
か
げ
一
早
雲
、
推
池
、
長
問
、
新
井
手
一

る
。
マ
ア
ル
バ
イ
ト
U

ア
一
城
ノ
尾
、

白

谷

一

一
【
福
重
小
学
校
】

ム
9
t
n
H弥
一

ル
バ
イ
ト
を
す
る
と
き
は
、
必
玩
寺
、
立
福
寺
、

室

、
車
場
、一

ず
保
護
者
か
ら
差
益
り
で

一車
、
重
井
田
ム
I
1
4
H
芳己

る
。
マ
街
頭
補
導

l
高
校
一皆
同
、
沖
田
、
今

富

一

中
学
、
小
学
の
先
生
た
ち
が
街
一

【
松
原
小
学
校
】
A
9
1
H
H橋一

頭
補
導
を
強
化
し
て
、
自
分
の
一
本
、
宮
本
、
尚
一
二
一
区
ム
M
J
一

妻

げ

た

都

市

も

あ

り

ま

す

か

、

喜

一

月

役

員

会

員

き

、

今

一

学

校

の

生

徒

だ

け

で

な

く

他

校

一ザ

室

、

野
田
、
卒
原
合

ム

大
村
市
は
こ
れ
ら
の
法
の
適
用
も

一

国

会

で
は
成
立
す
る
よ
う
強
力
な
一

の
生
徒
も
補
導
す
る
。

一
2
H東
光
寺
、
久
津
、
寺
本
、
江
一

認

め

ら

れ

な

か

っ

た

わ

り

で

す

。

一

一

運

動

を

つ

づ

け

る

乙

と

を

決

め

、

一

(

市
教
委
)
一
川
、
今
山
ム
2
t
4
U松
本
、
山
一

0

0

0

0

0

一
そ
の
結
果
附
和
一
ニ
十
五
年
二
月
一

そ
れ
ぞ
れ
関
係
万
一面
に
対
話

く

一

i
i
i
i
j
一

下

、

梶

ノ

尾

一

市
長
は
乙
の
問
題
章
く
解
決
一
大
蔵
省
は
土
地
を
除
外
し
て
、
笠
陳
情
、
折
衝
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
一
生
ワ
ク
チ
ン
一
第
四

日

旦

一

す
る
た
め
、
た
び
た
び
地
元
選
出
一
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
し
て
、

一
一
月
三
十
一

日
前
年
同
様
の
実
一

投

与

の

日

割

戸

黒

木

小

学
校
】
ム
9
1
ロ
H
黒
一

国
会
議
員
、
大
蔵
省
な
ど
関
保
万
一
譲
与
す
る
万
針
を
決
め
、
四
月
三
で
閣
議
決
定
、
二
月
一
回
国
ぎ
一

F
A
I
t
-北
河
内
、
熊
谷
組
一

面
に
陳
情
を
つ
づ
り
ま
し
た
。
一
十
二
日
「
国
有
財
産
特
別
措
置
竺
提
出
さ
れ
、
審
議
も
順
調

ι進
山

一

(

算

用

数

字

は

実

施

時

間

)

一

大

村

作

業

附

一

た
ま
た
ま
日
本
水
道
霊
長
一
の一

部
を
改
正
す
る
法
律
」
実
か
一三
月
百
参
議
院
本
語
、
三
月
一
嘉
一
日
目
】

一
【
議
小
学
校
】
ム
9
J
U
H久
一

会
で
東
北
地
万
か
ら
「
水
道
施
設

一
閣
議
決
定
と
な
り
、
四
月
二
十
八
一
十
四
日
衆
議
院
本
会
識
を
通
過
し
一

向

吋

山

内

児

科

町

引
開
一
良
原
、
南
河
内
、
中
岳
、
荒
瀬
ム

の
払
い
下
げ
に
つ
い
て
減
免
措
置
一
日
国
会
に
提
出
さ
れ
ま
た
。
一
よ
う
や
く
改
正
法
が
成
立
し
ま
し
ア
木
、
車
場
、
池
ノ
坊
、
上
久
原
一

I

V

H回
下
、
宮
代
、

原

一

議
ぜ
ら
れ
た
い
」
と
い
議
案
一
昭
和
三
十
四
年
十
月
園
結
成
五

'

一
下
久
原
ム

u
tロ
日
東
浦
、
議
一
ア
松
小
学
校
】
ム
9
1
M
H

i

が
あ
り
ま
し
た
が
、
大
村
市
議
-
以
来
六
カ
月
間
会
長
と
し
て
大
村
一

⑥

⑥

⑨

⑨

⑥

一

小

路
、
前
舟
津
、
索
、
安
心
一
品
、
量
社
宅
、
竹
松
町
、
黒
一

償
譲
与
を
強
く
重
し
ま
し
た
。
一
市
長
は
大
蔵
省
、
厚
答
な
と
関
一
一
年
有
半
に
わ
た
る
運
動
が
乙
一
路
、
日
向
卒
、
ム

1
1
1&
一

目

白

叫

計

向

付

悩

円

旦

一

係

方

面

へ

の

陳

情

、

析

衝

は

お

の

一

一

赤

佐

古

、

徳

泉

川
内
ム
2
1
4日
一

一

乙
こ
で
関
係
都
市
が
ま

と

ま

っ

一

一

乙

に

実

を

結

ん

だ

わ

け

で

、

全

国

一

一

上

・
下
小
路
口
、
小
路
口
住
宅
、
竹
一

戸
時
間
程
立
…
一
問
書
…
五
一
号
諮
問
畳
間
出
町
一
作
何
時
計
百
五

昭
和
三
十
四
年
十
月
、
関
係
三
十
一

。

0

0

0

0

一
無
償
譲
弓
さ
れ
る
乙
と
と
な
っ
た
一
日
1
ロ
H
新
城
、
辻
田
、
回
ノ
卒
一
大
村
中
の
生
徒
会
が
水
一

四

団

体

力

会

合

し

て

話

し

合

っ

た

一

一

わ

け

で

す

。

一
水
計
ム

1
1
2
N佐
古
、
柴
田
、
一
害
見
舞
金
品
を
寄
託
一

一

し
か
し
、
安
保
問
閣
で
国
会
は
一

h
川
仏
川
L
A
r-
w
h
J
L
一

一

一

結

果

「

水

道

事

業

同

国

有

財

産

龍

一

一

一

荒

卒

、

箕

島

ム

2
t
4
H杭
出

樟

一

一

与
期
成
層
」
が
結
成
さ
れ
、
全
混
乱
に
お
ち
い
り
、

改
正
法
裂
の
一

下
段
の
生
ワ
ク
チ
ン
投
与

一一て

四
区
、
水
田
一
二
区
、栄
町
一
大
村
中
学
校
生
徒
会
(
代
表
西
五

長
に
大
村
市
園
内
か
推
さ
れ
ま
し
た
一
成
立
も
危
ぶ
ま
れ
、
つ
い
に
十
月
一

の
日
割
は
実
施
日

が

き

ま

〔

讐

百

目

】

一

嘉

重

)

千

五

百

十

八

名

は

、

中

一

そ
の
後

議

、
自
治
、
霊
省
径
一
二
十
四
日
衆
議
院
は
解
散
レ
ま
し
一
っ
て
い
な
い
た
め
、
空
【
申
央
小
学
校
】
ム
9
i
H
H古
一
部
関
西
宮
の
水
害
寺
つ
げ
ら
れ
一

は
じ
め
、
衆
参
両
院
、
各
政
党

ω
一
た
の
で
、
改
正
法
実
は
審
議
米
了
一
日
目
、
第
二
日
目
と
い
う
~
五
・
六
区
、
松
並
ム

M
lロ
H
一た
か
た
に
と
義
鎖
金
八
千
七
百
十
一

関
係
万
由
へ
陳
情
暫
智
提
出
す
。
一と
な
り
、
も
と
の
振
り
出
し
に
戻
一

よ
う
な
計
画
を
し
て
い
ま

松
山
、
西
小
路
、
古
賀
島
、
植
松
一
五
円
と
衣
類
百
一
点
を
寄
託
さ
れ
一

な

ど

活

発

な

運

動

を

く

り

ひ

ろ

げ

一

る

乙

と

に

な

り

ま

し

た

。

す

旧

廠

内

ム

I
1
2
N上
下
杭
出
陣
一ま

し

た

。

(
福
叫
也
事
務
所
)
一

i夏休中の生活指導i

海
水
溶
場
を
パ

ト
ロ
ー
ル

を

な

し

ま

す

外
出
は
夜
八
時
ま
で

小
中
学
校
の
生
活
指
導
主
任
会
は
七
月
十
四
日
大
村
小
学
校
で

開
催
し
夏
休
み
の
生
活
指
導
に
つ
い
て
協
議
し
、
生
徒
、
児
童

た
ち
が
、
規
則
正
し
い
生
活
を
し
て
、
夏
休
み
を
健
康
で
明
る

く
す
ご
す
よ
う
に
つ
ぎ
の
事
柄
を
決
め
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
こ

と
に
つ
い
て
各
家
庭
ゐ
よ
び
関
係
者
の
協
力
を
望
ん
で
い
ま
す

マ
外
出
時
間
U

朝
十
時
ま

で
は
お
互
い
の
訪
問
を
し
な
い

夜
の
八
時
に
各
地
区
で
サ
イ
レ

ン
を
鳴
ら
す
(
本
庁
地
区
は
ミ

ュ
ー
ジ
ッ
ク
チ
ャ
イ
ム
)
の
で

そ
の
時
間
ま
で
に
帰
る
。

お
ま
つ
り
、
花
火
大
会
、
盆
お

ど
り
な
ど
が
あ
る
夜
は
、
と
く

に
午
後
十
時
ま
で
外
出
争
認
め

る
が
、
必
ず
保
護
者
と
い
っ
し

ょ
に
行
く。

マ
盆
お
ど
り
H

盆
お
ど
り

は
い
ろ
い
ろ
の
団
体
が
主
催
し

て
、
乙
ど
も
た
ち
が
け
い
こ
に

行
く
が
、
そ
の
ふ
ん
い
き
が
こ

ど
も
た
ち
に
は
好
ま
し
く
な
い

の
で
、
盆
お
ど
り
を
す
る
団
体

は
関
係
学
校
に
連
絡
を
と
っ
て

集
ま
る
こ
ど
も
た
ち

ω時
閉
そ

の
他
に
つ
き
教
育
的
な
配
慮
を

一ロ
ーで
湘
一

ル
校
ま

o
公

学

則

一

会

ト

学

日

戸

唄

中

引
-
』
、、
ヂ
イ

0
担

+
r
t

制一

J
ト

央

1
ツ
ら
か

o
-

2

4
ワ
中
川
・
一
γ

抄
昨
吋
一

期
一
ト
恥
臥
山
山
川
村
弘
一
一
円
一

μ一
計

少
村
り
村
後
小
て
一

刊
誌
ト
抗
大
切
大
午
は
っ
一

川
一
フ
対
西
締
は
日
格
な
一

年

一

/

内

日

み

た

0
資
と
一

日
一
つ
.
町

O
込
ま

3
場
徒
一

和
一
年

回

2
申
諜
月
出
生
一

旦
少

4
・
。

育

7

。
、
一

(
-
t
第

9
す
教
を
す
重
一

別

立

村
山
一
一
吉
明
一
昭
和
二
十
年
戦
争
終
結
と
と
も
一
大
村
市
左
耳
の
所
属
長
か
ら

内

委

8
関
委
者
開
で
一
に
、
軍
が
使
用
し
て
い
た
水
道
施
一管
理
を
依
頼
さ
れ
ま
し
た
が
、
間

町

一
辺
駅
噸
傾
軒
町
設
は
関
係
地
方
公
共
団
体
な
ど
が
一
も
な
く
進
駐
車
が
大
村
に
駐
と
ん

大

校

で

民

3
一
受
け
継
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
一
ず
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
の
で
、

ま
し
た
。o 

。
o 

。

道
路
を
広
く
使
い
ま
し
ょ
う
。

し
て
も
ら
う
よ
う
要
望
す
る
。

け
い
こ
の
行
き
帰
り
は
と
く
に

注
意
し
て
一
人
歩
き
は
や
め
る

マ
ラ
ジ
オ
体
操

1
な
る
べ

く
参
加
さ
せ
る
が
、
体
の
弱
い

児
童
と
低
学
年
の
場
合
は
ム
リ

を
さ
せ
な
い
。

マ
水
泳
H
必
ず
お
と
な
と
い

っ
し
ょ
に
行
く
。
生
徒
は
家
庭

に
「
体
ぐ
場
所
と
時
間
」
を
必

。



大

村

市

で

は
全

市

民

手

洗

い

励

行

運

動

を

実

施

中

で

す
。

各

家

庭

に

必

ず

子

沈

器

を

備

え

つ

け

食

事

前

、
外

出

か

ら

帰

っ
て
か
ら
、

ー
打
上
げ
花
火
な
ど

m

辛
h

M

D

夏
の
乾
燥

期

に

は

と

w

イ

勾

火
災
が
発
生
し
易
①
野
焼
き
、
ご
み
焼
き
な
ど
と
一

耳
』
円
い
と
き
で
す
か
ら
し
た
と
き
は
、
後
始
末
を
完
w
一

定

中

火

災

予

防

に

つ

い

全

に

す

る

と

と

一

一

〈
ニ
ロ
て
、
つ
ぎ
の
点
に

④
鱈
熱
棋
の
使
用
後
は
必
ず
山
一

火

口

と

く

に

注
意
し
て
「
ス
イ

ッ
チ
」
を
切
る
乙
ふ
一

〉

日

火
災
を
起
さ
な
い

⑤
石
油
コ
ン
ロ
、
プ
ロ
パ
ン
ガ
w
一

nv
引
よ
う
に
し
て
く
だ

ス
等
を
使
用
す
る
と
き
は
、
w
一

'

:

室

町

さ

い

。

じ

ゅ

う

ぶ

ん

気
を
つ
け
る
ふ
一

七
月
十
七
日
露
連
絡
委
員
、
一
い
わ
れ
て
い
ま
す。

没
J

大
村
市
畜
産
農
業
一
…

夏

口

①
就

寝

前

に

は

必

と

…

一

婦

人

会

、

学
校
関
係
者
が
集
ま
っ
て
と

い
)
申
込
み
も
れ
の
ま

持

〈
協
同
組
合
連
合
会
で

お

ず

お

も

と
を
点
検
す
る
乙
⑥
お
盆
に
は
ち
ょ
う
ち
ん
、
ロ
…
一
て
大
村
市

生
ワ
ク
チ
ン
投
与
明

石

与
さ
れ
る
か
。

調
剤
}
は
毎
月
十
日
と
二
十
一
一

二

川
一
策
協
議
会
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
カ
一

(
こ
た
え
)
市
民
の
該
当
者
全

E
~五
日
に
大
村
農
協
で
一
一

と

l
ソ
ク
な
ど
の
火
の
用
心
ぷ
一
そ
の
席
上
、

生
ワ
ク
チ
ン
の
使
一

員
に
実
施
し
ま
す
の
で
、
申
込
み

)
仔
豚
市
を
開
設
す
る
一九
②
子

供

の

火

遊

び

ゃ

打

主

げ

す

る

を

す

や

そ

の

副
作
用
な
ど
に
つ
い
て
一
も
れ
の
者
で
も
投
与
が
受
け
ら
れ

f
〈

・

お
花
火
に
と
く
に
注
意
す
る
乙

(
消
防
本
部
)
竺
質
問
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
一
ま
す
。

ト

p
J
と
と
と
な
り
、
初
市
一
司

V

一

一

一
f
l
i
t
-
-
5
t
i
t
i〉
t
5
t
j
t
t
i
t
t
i
-
-
t
l.一お
も
な
事
柄
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
一

(と

い
V

町
内
に
よ
っ
て
学
校

.
1
ヘ

を
八
月
十
日
に
開
く
一

J
-
-
-J
{
J
・
:

一

一

/

一

パ
ド
十
日

91
I
L
-
-いいに
一1
1ト

ur一ぐ
一昨

-w
一色

二
し
ま
す。

一区
が
異
る
が
、
そ
の
学
校
で
受
付

一切
込訪日一…

3
8
qν3
…易一
一一足立汁

(UEd認ら
m
u
m
p校
区

ょ
と

月

二

日

と
ニ
士
百

一一一

J
i
何?ーへ
い
1
1冶
川
口い

九
一いい

eu
i
:二
v
つ
違
v
っか。

一に
行
っ
て
ほ
し
い
が
、
都
合
に
よ

ー

に

旧

廠

内

の

家

畜

市

場

で

開

設

し

一

.

一
(
こ
た
え
)

ソ
l
ク
ワ
ク
チ
一
つ
て
は
、
変
更
し
て
も
か
ま
い
ま

一

一

芦
屋
市
と
豊
浜

兵
庫
県
芦
麗
}
豊
浜
町

一

一

同

一
2
4
6

一
ま
す
が
、
初
市
は
九
月
二
日
に
開
一

一

一

ン

は

小
児
マ
ヒ
ビ
ー
ル
ス
(
菌
)
一せ
ん
。

日

立

一

附

一

き

ま
す
。

農
家
な
ら
び
に
関
係
の

町

で
墓
地
改
葬

市
、
香
川
県
一ム
墓
地
名
和
国
語
共
同
墓
地
玄
し
た
も
の
を
、

造

営

し

て

と

い

)
も
し
副
作
用
、
そ
の

引け

抑

前

一

皆

さ
ん
の
ご
利
用
を
お
願
い
し
ま
二

三
豊
郡
豊
浜
町
で
は
つ
ぎ
の
と
お
一
ム
改
菱
自
大
宇
和
田
喜
一

た
も
の
で
す
が
、

生
ワ

ク
チ
ン
一
他
の
害
が
あ
っ
た
場
合
は
ど
う
す

九

円

日

日

一

一
り
墓
地
を
改
葬
し
ま
す
の
で
縁
故
一
隅
新
墓
地
内

一は
空
き
た
菌
の
毒
を
弱
め
て
の
ま
一る
か。

の
0
月
日

M

y

y

一す。

(
農
林
課
)一

一

一

一

恥

F

J
す

ヲ

一

一

者
が
あ
れ
ば
連
絡
し
て
く
だ
さ
い

一
ム
届
出
七
月
三
十
一
日
ま
で
同
一せ、

腸
内
で
菌
を
繁
殖
さ
せ
て
、

一
(
こ
た
え
)
例
国
の
例
お
よ
び

先

制

州

り

一

一

芦

屋

市

一
町
役
場
ヘ

一免
疫
を
つ
く
る
万
法
で
す
。

し
た
一白
本
で
の
実
験
投
与
の
結
果
か
ら

一

忌

明

に

寄

付

一

一

ω

一

一

町
一
額

仰

ω
m
m
m一
一

ム

墓

地

名

岡
市
公
光
町
、

打

出

一

(

儀

衛

生
課
)
一
が
っ
て
免
疫
の
で
き
る
の
が
早
く
百
在
ま
で、
生
ワ
ク
に
つ
い
て
の

酬

間

町

一

一

一

一

ヂ

訪

問

中

村

民

対

話

一

持

主

眼

目

諸

芦
屋

一

造

林

地

の

下

刈

一
問
問
閥
均
て
は
、
も
っ
と
一

一
時
計

黙

桜

花

訪

日

納

I
o
n
-
Eし、
七
月
一
ニ
日
市
の
社
会

一市

霊
園

一

手

入

コ

ン

ク

ー

ル

一

(

と

い

)

免

疫

の

持

語

土

(

と

い

)

六

才

か

ら

十

喜

一

一

一

一
何
年
か。

一
の
児
童
に
つ
い
て
は
考
え
て
い
な

で
福
祉
事
業
主
千
円
を
寄
付
さ
れ
一

ム
届
出
五
三
十
一
日
ま
で
同
一
森
林
を
作
る
こ
と
は
、
良
い
一
(
こ
た
え
)
ソ
ー
を
一
年
、
一
い
か
。

で
し
た
。
(
福
社
事
務
所
)
一
市
鍾
圏
へ

苗
を
適
地
に
植
え
、

手
入
れ
を
↑
生
ワ
ク
は
そ
れ
以
上
に
畏
い
と
一

(
こ
た
え
)
庄
ワ
ク
の
確
保
が

-一
〆
f

、、

一
青
少
年
育
成
相
談
室
を
開
設
一

し
、
金
曜
日
が
休
日
の
場
合
は
中

止
}
ム
相
談
内
容

一
段
階
で
、
も
っ
と
も
必
要
で

あ
り
ま
す
の
で
、

森
林
造
成
の

成
果
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
該

当
造
林
地
の
下
刈
り
手
入
コ
ン

ク
ー
ル
を
実
施
い
た
し
ま
ず
か

ら
、
出
品
者
は
七
月
三
十
日
ま

で
出
品
申
込
み
を
し
て
く
だ
さ

い
。
(
申
込
用
紙
は
出
張
所
、

農
林
謀
に
あ
り
ま
す
)

ム
出
品
質
格
昭
和
三
十
二
年

春
植
か
ら
同
三
十
六
年
春
植
ま

で
の

一
団
地
0
・
五
ヘ
ク
タ
ー

ル
(
五
反
)
以
上
で
大
村
市
内

と
す
る

ム
審
査
の
時
期

八
月
二
十
日

か
ら
そ
の
他
評
細
は
農
林
が
へ
お
問

い
合
せ
く
た
さ
い
。(
農
林
課
)

じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
す
る
こ
と
、
こ

れ
が
三
原
則
と
も
い
え
る
で
し

ょ
う。

下
刈
り
ま
手
入
れ
の
第

親
と
子
が
理
解
し

。0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

(才289号)

合
う
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
、
一

幼
旧
作
、
小
学
生
の
教
育
、
高
校
生
一

市
教
育
委
員
会
で
は
昭
和
三
十
一
プ
学
習
出
動
を
つ
づ
り
て
き
ま
し
一
ま
す
が
、
そ
の
中
に
は
都
合
よ
く
一
の
扱
い
方
、
と
い
う
よ
う
な
「
宵一

四
年
七
月
か
ら
背
少
年
育
成
の
た
一
た
が
、
そ
の
樹
、
明
ら
か
に
さ
れ
一解
決
さ
れ
た
も
の
も
あ
り
、
一
定
一
少
年
の
重
警

広

範

囲

た
だ
一

め
の
成
人
教
育
柔
き
く
取
り
上
一
た
こ
と
は
室

長
け
る
明
る
い
一
の
方
針
で
解
決
す
ベ
く
努
力
中
の

一し
関
連
す
る
問
題
で
あ
れ
ば
そ
れ
一

げ
、
市
内
六
十
二
の
部
落
公
民
館
一
人
間
関
係
が
樹
立
さ
れ
て
い
な
い
一
も
の
も
あ
り
ま
す
。
乙
の
敬
三
ぞ
れ
の
機
関
に
照
会
し
て
助

手

一

で
h
q

グ
ル
ー
プ
の
話
し
合
い

学
一
た
め
に
起
乙
る
問
題
が
紫
外
多
い
一
く
自
発
的
に
訪
問
さ
れ
た
の
で
あ
一
る
乙
と
が
あ
る
。
一

す
に
よ
っ
て
効
果
主
げ
て
い
一
乙
と
で
す
。
一
っ
て
、
乙
の
ほ
か
に
、
菜
、
数
玄
関
管
と
の
相
談
室
は
七
月
一

ま
す
が
、
こ
の
た
び
、
中
央
公
民
館
一
し
か
も
、

「そ
ん
な
と
と
ま
で
」
一多
く
の
問
題
が
伏
在
し
て
い
る
と
一
二
十
八
日
(
金
)
か
ら
実
施
し
ま
一

に
「
青
少
年
震
相
談
室
」
義
一
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
と
と
ま
で
あ
一と
が
う
か
が
え
ま
す
の
で
、

積
極

一
す
の
で
、

遠
慮
な
く
お
い
で
く
だ
一

け
毎
週
金
曜
臼
に
相
談
に
応
ず
る
一
り
ま
す
。
そ
れ
で
運
動
の
途
中
に
一
的
に
相
談
室
砕
-開
設
し
て
相
談
に
一
さ
い
。

乙
と
に
し
ま
し
た
。
と
の
相
談
室
一
お
い
て
市
内
各
地
か
ら
中
央
公
民
一
応
ず
る
乙
と
に
な
っ
た
わ
け
で
す
一

を
開
設
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
一
舘
そ
訪
問
の
う
え
、
相
談
さ
れ
た
一

ム
相
談
日
毎
週
金
曜
日
日
午
前
一

今
日
ま
で
満
ニ
カ
年
読
書
ゲ
ル
l
一
件
数
も
か
な
り
の
数
に
上
っ
て
い
一
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
(
た
だ
一

r
i--=
目当
l
i自
H
U
T
-
-
-
百一一日一一
-F
2
2
2

一口一三
--JR日一一
=f
・2
・民日日司
i
l
-一一日ロヲ・
i
a
ロロヨ
ss
・-当日
当7
1
=
弓ヨ・
1
1
当日目
?
i
-
n
ヨヲ
z
i
-

(中
央
公
民
館
)

りよ市政だ

立
日
は
詰
岱
保
険
税

・
7
月
分
の
納
期
限
で
す

七
月
三
十
一
日
は
市
民
税
一
期
一
場
で
「
前
納
報
奨
金
-
を
交
付
(
印

分
、
保
険
税
七
月
分
の
納
期
限
で
一
鋸
持
参
の
乙
と
)
し
ま
す
の
で
、

す
。
な
る
べ
く
早
め
に
納
め
て
く
一
一
期
分
と
同
時
に
納
め
て
く
だ
さ

だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
一
る
よ
う
、
お
奨
め
し
ま
す
。

な
お
、
納
税
組

合

で

と

り

ま

と

一

(

税

務

課
)

め
納
付
分
に
つ
い
て
は
市
税
は
百
一

分
の
三
、
保
険
税
は
百
分
の
五
の
一

報
奨
金
を
交
付
し
て
お
り
ま
す
の
一

で
、
ま
だ
組
合
に
加
入
し
て
お
ら一

れ
な
い
か
た
は
速
か
に
加
入
し
て
一

く
だ
さ
る
よ
う
、
お
願
い
し
ま
す
一

ま
た
、
二
回
以
上
に
わ
け
で
納
一

め
る
税
金
で
、
ま
だ
納
尉
の
乙
な

一

い
分
を
前
納
す
る
と
、
す
ぐ
そ
の

一

金

o
M
何

日
日
一

奨

U
-

報

甲つ

大村

ど
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山
い
に
絡
る
よ
う
に
、
除
草
剤
の
二
安
手
の
第
二
回
の
防
大
阪
市
場
視
察
を
し
て
と
く
に
て
栽
培
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
二
五
O
誌

に
l

〆
て

莞

芝

山
ニ
・
四

D
ぞ
使
う
場
合
は
田
除
は
二
一
ニ
J
ニ
四
日
ご
ろ
行
な
感
じ
た
乙
と
は
、
県
下
の
黒
田
ん
。
つ
ぎ
に
生
産
物
の
共
販
を

多
く
誕
の
設
以
γ
‘じ
?

?
ケ
ん

川
植
後
二
五
J
三
O
日
が
適
期
で
い
ま
し
ょ
う
。
五
す
が
優
秀
で
あ
っ
た
ζ
と
で
強
力
に
推
進
す
る
乙
と
が
当
市

散
布
す
る
よ
う
に
じ
ま
す
。

川
す
。
お
そ
く
と
も
出
稿
前
三
五
門
甘
藷
】
ず
。
乙
の
優
秀
な
品
種
を
当
市
人
参
栽
培
の
急
務
な
点
と
考
え
し
か
し
、

こ
の
お
目付
時
一
品
物

川
日
ま
で
(
晩
稲
で
八
月
四
日
ど

泊
肥
の
時
期
で
す
。
硫
安
で

一
で
も
面
積
の
培
加
お
よ
び
増
収
ら
れ
ま
す
の
で
、

農
協
と
打
合

で
あ
る
た
め
例
人
間
除
は
で
衣

川
ろ
)
に
は
必
ず
終
る
よ
う
に
す

;

せ
の
上
栽
培
す
べ
き
で
あ
る
と
ま
せ
ん
。

川
べ
き
で
す
o

i…1
0
1
1
日
1

1
11
いいい
いい一一一
0
・:.
一一一一--一一
一I
l
i
-
-
1
一一-一;
ーー一一:。;一-一一一一ぺ一

思
い
ま
す
。

下
旬
に
な
れ
ば
中
川
制
的
川
県

…
水
の
掛
引
H
有
効
分
け
つ
期

一
除

草

の

適

期

は

門

み

か

ん

】

も

終

り

震

の

出

c
J。

川
で
す
。
浅
水
に
し
て
、
分
け
つ

一一

I
l
-
-

-
'

二

七
月
の
土
用
か
ら
高
温
、
干
結
果
渦
話
相
、
忘
た
お

は
は

山
の
促
進
を
は
か
り
ま
し
ょ
う
。

…
…
司

寵

愛

5
1
0
日

一
一

立
つ
期
こ
入
J
、
樹
の
生
理

活

裂

の
思

し

Z
言

H
P主
刷

H
4
1
9ハ
'
o
d
-
-
…

』

t

L

川
と
く
に
山
間
地
で
は
水
温
を
高

一…

'j
i
-
-
i
l
--'i
b
a
l
-
-

一

動
も
旺
盛
期
で
、

夏日伎
の
伸
長
で
摘
果
し
ま
す
。

ιm-u順

川
め
る
管
理
が
大
切
で
す
。

!l
ea--0

・o
i

l
i-
-
i
:
i
・e
・-
:

o
J
・10
・

e

や
果
実
の
発
育
雄
期
で
あ
り
ま
は
小
玉
、
州
許'札

一果
、
犬
な一

…
追

肥

H
中
間
追
肥
の
す
ん
で

0
ア
ー
ル
当
り
五
・
五

t
七
・
を
す
べ
き
で
、
乙
の
た
め
に
は
す
。

立忠
実
な
ど
止
恨
み
り
飛
んタ。

川
い
な
い
も
の
は
一
日
皇
く
施
五
キ
ロ
グ
ラ
ム
義
い
た
土
と

黒
田
五
寸
人
参
の
栽
培
に
つ
い
土
壊
水
分
が
重
要
な
役
割
葉

県

当

り
の

読

む
料
品
畑

山
し
た
方
が
よ
く
、
若
し
一
回
だ
ま
ぜ
て
施
し
ま
す
。
除
草
は
早

て
反
省
す
べ
き
事
項
が
多
い
と
た
ず
の
で
緊
急
じ
ゅ
う
ぶ

O
J
二
五
松
、
早
川
温
一
一
一

…
け
の
追
肥
の
場
合
は
し
用
問
追
肥
く
行
な
い
ま
し
ょ
う
。
い
も
ず
思
わ
れ
ま
す
。
ん
施
し
、
潜
水
も
行
な
う
よ
う

J
三
五
枚
富
安
と
し
ま
す
-

…
よ
り
も
穂
肥
に
施
し
た
方
が
効
る
は
で
き
る
だ
け
ひ
っ
く
り
返
ま
ず
播
種
前
土
塘
消
毒
を
行
な
に
し
ま
す
。
幼
木
に
対
す
る
夏

若
木
の
主
柱
、
国十
+
f

れ
U
允

山
果
的
で

す

。

さ

な

い

よ

う

に

し

ま

し

ょ
う
。

い、

適
期
に
播
種
し
、
間
引
の
の
追
肥
は
潜
水
を
か
ね
て
液
肥
の
も
の
以
会
部
抗
果
し
ま
す
h

川
病
虫
害

1
イ
モ
チ
病
が
山
間

【
そ
さ
い
(
人
参
)
】

実
施、

元
肥
の
施
用
等
が
あ
げ
と
し
て
施
し
ま
す
。

(
県
農
業
改
良
斡
位
川一

に
必
ず
納
め
て
く
だ
さ
い
。

(
福
組
事
務
所
)

ち

カt

つ

カ=

六
才
ま
で
と
な
っ
て
い
る
が
、
割

当
の
増
加
を
県
に
お
願
い
し
、
第

二
次
計
画
で
実
施
す
る
よ
う
努
力

い
た
し
ま
す
。

(
と
い
)
シ
ロ
ッ
プ
状
の
対
象

は
何
才
か
。

(こ
た
え
)

生
後
三
カ
月
か
ら

満
一
才
ま
で
が
シ
ロ
ッ
プ
状
で
、

そ
の
ほ
か
は
、
ボ
ン
ボ
ン
状
で
あ

る
.(と
い

)
発
熱
な
ど
の
た
め
当

日
投
与
が
受
付
ら
れ
な
か
っ
た
者

(一

面
掲
載
別
項
の
と
お
り
)
が

ワ
ク
チ
ン
を
持
ち
帰
っ
て
、
あ

と
で
投
与
し
て
も
よ
い
か
。

(こ

た
え
)
生
ワ
ク
チ
ン
は
医

師
の
目
前
で
飲
ま
な
り
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
の
で
持
ち
帰
り
は
で
き
ま

せ
ん
。
そ
の
か
た
は
第
二
次
計
画

で
実
施
す
る
ほ
か
に
方
法
が
あ
り

ま

せ

ん

.

〔

保
険
衛
生
課
〕

水
難
救
助
の
講
習
会

い
よ
い
よ
水
体
シ
ー
ズ
ン
に

入
り
、
海
や
川
は
大
へ
ん
に
ぎ

わ
っ
て
お
り
ま
す
か
、
日
赤
大

村
市
地
区
で
は
事
故
防
止
に
万

全
を
期
す
る
た
め
、
つ
ぎ
の
と

お
り
救
助
講
習
会
を
実
施
し
ま

ず
か
ら
一

般
の
参
加
を
お
す
す

め
し
ま
す
。

ム
日
時
七
月
二
十
九
日
(
土
)
一

J
三
十
一
日
(
月
)
午
前
九
時

一
〉

h

一

D
S
本
年
三
内
末
の

i
午
後
四
時

一
円
υ

3可

一

1

・

納

税
組
合
教
は
百

ム

誤

差

崎

海

水

浴

場

一

S
ま

四

十

組
合
(
四
、

ム
講
師
日
赤
担
当
宮

-

7

・

一

ト

己

四
五
O
戸
)
で
納

ム
当
日
は
中
食
、
水
泳
着
、
旦

'

百

付
率
は
五
七
・
七

焼
け
止
め
シ
ャ
ツ
、
筆
記
具
持

一
，
aC
ふ
ロ

%
で
し
た。

参
の
と
J
U赤
大
村
市
地
区
)

一
か

組

市
で
は
納
税
組
合

一

l

・

へ
の
加
入
設
立
を

m
l
m日
国

民

一
月

税

お
す
す
め
し
て
い

年

金

の

相

談

日

一

4
納

ま

し

た

が

、
四
月

一

か
ら
六
月
末
ま
で

国
民
年
金
の
乙
と
に
つ
い
て

一に
新
し
く
十
三
組
合
(
二
三
五
戸
)

の
お
問
合
せ
や
、
保
険
料
を
納
一が
生
ま
れ
、
百
五
十
三
組
合
(
四

入
さ
れ
る
万
は
、
日
程
を
つ
ぎ

一六
八
五
一
戸
)
に
な
り
ま
し
た
。

の
と
お
り
設
け
ま
レ
た
か
ら
と

一結
成
さ
れ
た
納
税
組
合
は
つ
ぎ
の

遠
藤
な
く
お
い
で
く
だ
さ
い
。

一と
お
り
で
す
0

7
月
初
日
萱
綱
、
福
重
出
彊
例

一
(大
村
地
区
〕
水
田
住
宅
一

区
o

o

U
日
竹
松
、
松
原
h
q

一西
本
町
館
二
。
田
ノ
卒
町
。
大
佐

h

q

m

日
.
鈴
田
、
西
大
村
。

一古
町
。
須
田
ノ
木
町
。
松
尾
一
o

o
m日
三

浦
h
q

松
尾
ニ
。
松
尾
一
ニ
。
松
尾
四。

保
険
料
の
納
期
限
酋
大
村
地
区
〕
桜
馬
場
第
一
町

は

七

月

末

ま

で

中

顕

前

町

。
東
郡
訪
町
。
旧
廠
内

(
税
務
課
)
l

な
お
、
四
、
五
、
六
月
分
保

険
料
は
七
月
末
日
が
納
期
限
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
七
月
中

生
ワ
ク
と
ソ

l
ク
ワ
ク
チ
ン
は

賞
論
文
を
募
集

全
国
知
事
会
で
は
「
今
後
の

地
方
自
治
と
続
消
ど
の

長
」
(
所
得
倍
附
、
地

農
業
出
泊
な
ど
の
同
組

を
し
ぼ
っ
て
地
方
自
h

を
お
の
お
の
の
角
度
か

し
て
も
よ
い
合
た
だ
し
、

表
の
も
の
に
阪
り
ま
J
)

回
で
懸
賞
論
文
ゃ
み
が
'

ま
す
。
締
切
り
は
九
月
三
十
勺

数
は
四
百
宇
品
、
五
十
'

(
他
に
内
省
骨
子
He
l
-一一

に
ま
と
め
て
部
付
ヲ
る

送
り
先
は
東
京
郁
千

平
河
町
二
丁
目
回
、
企

会
事
務
開
懸
賞
品市
、nv

く
わ
し
い
と
と
は
貯

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

可主三 主~ L斗 {いし~~.( ;j'~< i_:l 
Z栄係 泊 民lと以以、
にヘ ミド区 )内川 枚

円
白
リ
司
、
h

J

.I+
」進
、

ウ
ナ
ギ
抑
制
を
分
2議

郡
川
魚
協
で
は
、
今
年

原
の
ウ
ナ
ギ
ぽ
を
入
札

ま
す
の
で
渇
望
の
か
た
は

ん
で
/
だ
さ
い
。

ム
入
仏
刷
臼
八
月
十
六

後
二
時

ム
入
札
場
所

中野
古
郷

(商
工
水

色
下
川

い
た
レ
申
込

日
午
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